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いろいろなことが協議された瀬戸内市国際
交流推進協議会設立総会

　「
道
の
駅
」
黒
井
山
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
の
ゆ
う
ゆ
う
交

流
館
で
、
４
月
15
・
22
日
の

両
日
、「
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館
」

３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
15
日
は
、
名
刀
太
鼓
や
韓

国
五
太
鼓
の
太
鼓
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
、
大
勢
の
皆
さ

ん
が
、
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
22
日
は
、
牛
窓
西
小
学
校

５
・
６
年
生
が
「
韓
国
舞
踊

プ
チ
ェ
チ
ュ
ム
（
扇
の
舞
）」

を
披
露
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を

身
に
ま
と
っ
た
女
子
児
童
が
、

華
麗
に
舞
う
姿
に
、
拍
手
が

わ
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
世
界
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
集
結
す

る
「
ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
２
０
０

７
」
も
開
催
。
市
内
外
か
ら

大
勢
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ

ァ
ン
が
集
い
、
歓
声
を
上
げ

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
４
月
29
日
、
大
賀
島
寺
境

内
で
権
現
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
は
、
豊
安
・
邑
久

郷
・
仁
生
田
・
円
張
の
子
ど

も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
か
ら
練

習
を
重
ね
て
き
た
し
ゃ
ぎ
り

（
太
鼓
や
笛
な
ど
で
は
や
す

鳴
り
物
）
を
奉
納
。
そ
の
後
、

子
ど
も
も
ち
つ
き
大
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
法
被
を
着
た
子

ど
も
た
ち
を
乗
せ
た
だ
ん
じ

り
が
、
大
人
た
ち
に
引
か
れ
、

大
勢
の
皆
さ
ん
が
、
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

み
こ
し
や
子
ど
も
み
こ
し
も

境
内
を
練
り
歩
き
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
に
久
山
又
さ
ん

（
長
船
町
牛
文
）
が
、
１
０
０

歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　
４
月
16
日
、
大
手
悟
郎
備

前
県
民
局
健
康
福
祉
課
長
や

東
原
和
郎
副
市
長
ら
が
、
お

祝
い
に
自
宅
を
訪
問
。
久
山

さ
ん
は
、
東
原
副
市
長
ら
の

訪
問
を
大
変
喜
び
、「
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
元

気
に
暮
ら
し
て
こ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
昔
は
趣
味
と
し
て
短
歌
を

詠
み
、
今
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
「
岸
壁
の
母
」
な
ど
の
懐

メ
ロ
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う

久
山
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
須
恵
古
代
館
周
辺
で
５
月
３
日
、

須
恵
古
代
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
古
代
の
道

具
を
使
い
、
火
お
こ
し
に
挑
戦
。
も

く
も
く
と
立
ち
上
っ
た
火
が
灯
火
台

に
点
火
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
美
和
小
学
校
の
５
、
６

年
生
に
よ
る
美
和
っ
子
太
鼓
の
皆
さ

ん
が
、
そ
ろ
い
の
法
被
で
登
場
し
、『
清

流
登
り
打
ち
』
を
披
露
。
ま
た
、
名

刀
太
鼓
の
勇
壮
で
華
麗
な
演
奏
に
も
、

会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
古
代
ま
つ
り
も
、
今
年
で
12

回
目
。
会
場
周
辺
で
は
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
屋
台
を
構
え
る
な
ど
、
地
域

を
挙
げ
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
、

５
月
３
〜
５
日
の
３
日
間
、

春
の
寒
風
陶
芸
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
勢
の
家
族
連
れ
や

友
人
の
グ
ル
ー
プ
が
、

土
ひ
ね
り
に
挑
戦
し
た

り
、
絵
付
け
体
験
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
、
後

日
窯
で
焼
か
れ
、
思
い

出
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

と
し
て
、
本
人
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
寒

風
陶
芸
の
里
の
作
家
に

よ
る
作
品
の
展
示
や
備

前
焼
の
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル

も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
、

熱
心
に
作
品
を
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

 

　
　
久
山
又
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１
０
０
歳
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地
域
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が
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須
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古
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つ
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記
念
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ベ
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ゆ
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ゆ
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３
周
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練
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歩
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瀬
戸
内
市
役
所
で
４

月
27
日
、
瀬
戸
内
市
国

際
交
流
推
進
協
議
会
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

市
民
の
国
際
感
覚
と
国

際
理
解
を
深
め
、
世
界

に
開
か
れ
た
地
域
社
会

づ
く
り
と
国
際
社
会
の

発
展
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
立
岡
脩
二
市
長
が
「
韓

国
密
陽
市
と
の
友
好
交

流
協
定
を
契
機
に
、
交

流
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
国
際

交
流
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
今
後
の
事
業
計

画
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
協
議
会
で
は
こ
れ
か
ら

の
事
業
と
し
て
、
朝
鮮
通

信
使
訪
日
４
０
０
周
年
記

念
事
業
や
国
際
貢
献
カ
ン

ボ
ジ
ア
派
遣
事
業
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
開
か
れ
た
地
域
社
会
を
目
指
す

   

　
市
国
際
交
流
推
進
協
議
会
設
立
総
会

お祝い状を受け取り、感謝の言葉を述べる久山さん（左）

『清流登り打ち』を披露する美和っ子太鼓の皆さん

土ひねりに挑戦し、思い思いの作品づくりに夢中

だんじりを引きながら勇壮に練り歩く皆さん

まちのまちのまちのまちの話題話題話題話題

チマチョゴリを着て華麗に踊る児童たち

お
く
の

ご
う

に
　
ぶ
　
た


